
主催 和歌山大学国際観光学研究センター（CTR)
共催 京都大学宇宙総合学研究ユニット（予定）

会場 AP大阪梅田茶屋町 H＋I ルーム
（〒530-0013大阪市北区茶屋町1-27 ABC-MART梅田ビル8階

※JR「大阪駅」御堂筋北口より徒歩3分 )

定員 60 名 参加費 無料 ＊事前の申し込みが必要です。裏面をご覧ください。

2019年

月 日 (日) 13:30 ~16:25 (受付13:00～)   

CTR Space & Mobilityユニットシンポジウム in 大阪

活動紹介「教養からみた宇宙、宇宙からみた教養」
講師 中串孝志

活動紹介「京都大学宇宙ユニットと『有人宇宙学』」
講師 嶺重 慎

パネルディスカッション
「宇宙は変わった。世界はどう変わる？」

京都大学大学院理学研究科教授、
同宇宙総合学研究ユニットユニット長

和歌山大学観光学部准教授、
同国際観光学研究センター研究員、Tourism & 
Space, Mobility 研究ユニットリーダー

基調講演「ついに、宇宙旅行開始！？
日本人初の宇宙旅行予定者が語る」

講師 稲波紀明
株式会社船井総合研究所シニア経営コンサルタント、
宇宙旅行者



参加申込・お問い合わせ先
和歌山大学国際観光学研究センター
〒640-8510 和歌山市栄谷930 西１号館１階

TEL ：073-457-7025  /  FAX ：073-457-7886

E-mail：info-ctr@ml.wakayama-u.ac.jp

HP ：https://www.wakayama-u.ac.jp/ctr/

参加申し込み
右記QRコードより申込フォームに必要事項を
入力のうえ、お申し込みお願いします。
また、Eメールでも参加申し込みを受け付けます。本文に
「シンポジウム名」「お名前（フリガナ）」「所属」「ご
連絡先電話番号」をご記入のうえ、右記までお申し込みく
ださい。＊参加申込期日：2019 年 9 月 24 日（火）17 時

13：00 受付開始・開場
13：30 開会 開会挨拶 尾久土正己 （和歌山大学観光学部学部長・教授、同国際観光学研究センター研究員、

Tourism & Space, Mobility 研究ユニットサブリーダー）

13：35 基調講演
「ついに、宇宙旅行開始！？日本人初の宇宙旅行予定者が語る」

稲波 紀明 （株式会社船井総合研究所シニア経営コンサルタント、宇宙旅行者）

14：25 活動紹介
「教養からみた宇宙、宇宙からみた教養」

中串 孝志 （和歌山大学観光学部准教授、同国際観光学研究センター研究員、
Tourism & Space, Mobility 研究ユニットリーダー）

14：45 活動紹介
「京都大学宇宙ユニットと『有人宇宙学』」

嶺重 慎 （京都大学大学院理学研究科教授、同宇宙総合学研究ユニットユニット長）

15：05 休憩
15：20 パネルディスカッション「宇宙は変わった。世界はどう変わる？」

パネリスト ：稲波 紀明 秋山 演亮 （和歌山大学クロスカル教育機構教授、
同国際観光学研究センター研究員）

嶺重 慎 鷺坂 奏絵 （和歌山大学大学院教育学研究科修士課程 2年）

モデレーター：尾久土正己
16：20 閉会 閉会挨拶 中串 孝志

京都大学 宇宙総合学研究ユニット

京都大学宇宙総合学研究ユニットは、理学、工学、人文社
会科学にわたる学際的な宇宙研究の開拓を目的として、分
野を超えて宇宙に関心のある研究者が集まってできた組織
です。芸術や京都の伝統文化とコラボして宇宙と社会をつ
なぐ企画や、将来の宇宙開発利用を担う人材を育成するた
めの教育プログラムも実施しています。

和歌山大学国際観光学研究センター
Tourism & Space, Mobility 研究ユニット
まもなく始まるサブオービタル宇宙旅行、その先に実現す
るであろうオービタル宇宙旅行について内外の状況を調査
し、宇宙観光の黎明期の基礎的な研究を行っています。ま
た、日食やオーロラなどの宇宙に関連する自然現象や惑星
である地球を対象としたジオツーリズムなど、地上におけ
る広い意味での宇宙観光も比較対象として調査しています。

基調講演
講師紹介

稲波紀明
株式会社 船井総合研究所 シニア経営コンサルタント、宇宙旅行者

2005年ヴァージンギャラクティック社が募集した民間宇宙旅行者に応募し、
世界最初の宇宙旅行者100人に選ばれ20万ドル支払う。2006年ヴァージング
ループ会長のリチャードブランソンからカリブ海のプライベートアイランド
へ招待される。2007年6Gの重力訓練を無事に終え、2009年無重力訓練も終え
る。2018年ヴァージンギャラクティック社の宇宙船がテストフライトで宇宙
に到達し、2020年宇宙旅行開始予定である。

プログラム
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